
今
回
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
業
は
、

七
尾
市
田
鶴
浜
町
で
木
製
建
具
製

造
業
を
営
む
、
有
限
会
社
竹
田
建

具
製
作
所
で
す
。
同
社
は
竹
田
憲

昭
社
長
が
昭
和
四
十
一
年
に
個
人
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分
は
徹
底
的
に
補
い
、
作
業
工
程

を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
で
き
る
設

備
・
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
踏
み
切

っ
た
の
で
す
。

県
内
の
建
具
業
者
の
設
備
は
手

動
の
木
工
機
が
主
流
で
あ
り
、
熟

練
職
人
が
手
作
業
で
建
具
の
部
材

加
工
な
ど
を
行
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
こ
う
し
た
部
材
加
工
工

程
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｃ
（
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
よ
る
数
値
制
御
）
の
工
作

機
械
を
組
み
合
わ
せ
、
ラ
イ
ン
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
組
子
細
工
や

仕
上
げ
工
程
で
あ
る
職
人
の
手
作

業
工
程
と
機
械
作
業
工
程
の
分
業

体
制
を
構
築
い
た
し
ま
し
た
。

従
来
の
手
作
業
に
よ
る
職
人
の

技
量
の
差
に
よ
る
精
度
の
ば
ら
つ

き
が
な
く
な
り
、
品
質
の
安
定
化

や
生
産
能
力
の
向
上
に
よ
る
大
幅

な
納
期
短
縮
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。加
工
工
程
も
デ
ー
タ
化
さ
れ
、

経
年
変
化
に
よ
る
補
修
や
増
設
、

交
換
な
ど
の
対
応
や
応
用
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

三
ス
ー
パ
ー
木
工
マ
シ
ン

の
導
入

今
回
導
入
し
た
主
力
機
械
で
あ

る
「
Ｎ
Ｃ
三
軸
六
ヘ
ッ
ド
全
自
動

複
合
加
工
機
」
は
、
主
に
ド
ア
の

中
抜
き
加
工
や
金
具
取
り
付
け
部

分
の
加
工
を
行
う
設
備
で
す
が
、

ド
ア
加
工
に
限
ら
ず
、
か
ま
ち
な

ど
の
部
材
の
溝
や
穴
抜
き
加
工
に

加
え
、
三
次
元
加
工
の
「
彫
刻
機

能
」
や
「
自
在
切
断
機
能
」
を
付

加
し
た
Ｎ
Ｃ
加
工
機
で
、
複
雑
な
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
石
川
の
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
企
業
」
を
応
援
し
て
い
ま

す
。
取
材
を
希
望
さ
れ
る
方
は
最
寄

り
の
商
工
会
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

創
業
さ
れ
、
五
十
三
年
に
有
限
会

社
に
法
人
成
り
し
ま
し
た
。ま
た
、

竹
田
社
長
は
田
鶴
浜
建
具
工
業
協

同
組
合
や
石
川
県
建
具
協
同
組
合

の
理
事
長
を
歴
任
さ
れ
、
県
内
の

建
具
産
業
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

一
地
場
産
業
衰
退
の
危
機
感

平
成
十
九
年
七
月
に
特
許
庁
の

い
わ
ゆ
る
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
に

認
定
さ
れ
た
田
鶴
浜
建
具
で
す

が
、
現
状
は
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
田
鶴
浜
建
具
の
製
造

業
者
は
昭
和
五
十
三
年
の
最
盛
期

に
は
六
十
六
事
業
所
、
二
百
八
十

名
の
従
事
者
が
い
ま
し
た
が
、
住

宅
様
式
の
洋
風
化
や
職
人
離
れ
の

風
潮
も
あ
り
、
建
具
職
人
も
平
均

五
十
八
歳
と
高
齢
化
が
進
み
、
後

継
者
不
足
・
育
成
も
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
三

十
事
業
所
程
で
百
名
程
度
の
従
事

者
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で

は
、
地
場
産
業
の
地
盤
沈
下
に
は

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
態
に
あ

り
ま
す
。

二
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る

建
具
製
作

こ
う
い
っ
た
状
況
に
一
石
を
投

じ
、
少
し
で
も
若
者
が
「
建
具
」

と
い
う
モ
ノ
づ
く
り
に
関
心
を
も

っ
て
も
ら
う
た
め
、
竹
田
社
長
は

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
建
具
製

作
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
職
人
気

質
が
残
る
田
鶴
浜
建
具
に
お
い

て
、
機
械
化
で
製
造
を
補
え
る
部

成
形
加
工
作
業
を
自
動
で
行
い
、

デ
ザ
イ
ン
を
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と

が
で
き
、
神
社
仏
閣
な
ど
の
大
型

物
件
や
現
代
建
築
デ
ザ
イ
ン
の
建

具
や
家
具
製
造
に
も
対
応
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
“
で
き

な
い
こ
と
は
な
い
”
ス
ー
パ
ー
木

工
マ
シ
ン
で
す
。
　

　
今
後
は
、
田
鶴
浜
建
具
の
技
と
、

設
計
士
や
現
代
建
築
の
デ
ザ
イ
ン

を
融
合
さ
せ
た
「
現
代
建
具
」
を

中
心
に
、
付
加
価
値
の
高
い
商
品

開
発
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
設
備
導
入
の
評

判
を
聞
き
つ
け
、
大
手
ホ
テ
ル
チ

ェ
ー
ン
か
ら
も
、
室
内
の
和
風
装

飾
作
製
を
で
き
な
い
か
と
い
う
問

い
合
わ
せ
も
あ
り
、
従
来
の
建
具

製
品
以
外
の
、
新
た
な
販
売
先
の

開
拓
も
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

四
社
長
の
夢
は

ま
た
、
竹
田
社
長
の
構
想
と
し

て
、
今
回
の
Ｎ
Ｃ
加
工
機
の
導
入

工
場
を
「
建
具
工
房
　
田
鶴
浜
」

と
し
て
後
継
者
育
成
の
研
修
所
と

し
て
活
用
す
る
予
定
で
、
田
鶴
浜

建
具
の
将
来
を
担
う
人
材
が
巣
立

ち
、
業
界
に
再
び
活
気
を
戻
し
て

く
れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

竹
田
社
長
は
「
厳
し
い
市
場
競

争
を
勝
ち
抜
く
に
は
、
伝
統
産
業

に
お
い
て
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
の

流
れ
は
避
け
て
と
お
れ
な
い
時
代

に
な
っ
た
。
職
人
の
技
（
ア
ナ
ロ

グ
）
と
先
端
技
術
（
デ
ジ
タ
ル
）

と
の
融
合
で
、
少
し
で
も
若
者
が

モ
ノ
づ
く
り
に
興
味
を
持
ち
、
魅

力
あ
る
産
業
に
し
て
い
き
た
い
」

と
業
界
発
展
へ
の
夢
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

（
お
問
い
合
わ
せ
）
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登
支
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日
下
　
雅
喜
）

竹田社長

スーパー木工マシン

NC木工機で作った看板


